
4 ) 助産

明け5才 分娩時の助産率は、 41.9%と 高いが、軽度の動産が多く分焼事故もみられない。

助 産
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なお4、 5才分焼時には、明ける才分焼の有無にか わゝらず、ほとんど助産を必要としない。

3 普 及上の留孟点

1)当 成績は70日 間 (5/中 ～8/下 )の亡き牛による(供用放牧地面積、牧車地 2～ 5'a

-56日 間、野草地 50～ 604α-14日 間 )

2)明 け2オ受胎牛の発育値は、不受胎牛にくらぺ、優れる傾向にあるので、受胎率向上のた

め、交配時の発育値は体重で299± 25駒 以上、体高で 116±2.6卸以上であることが望亡

しい。

3)明 け 5才分焼時には、助産を要する場合が多いので注意する。

4 関 連試験課題名

LLmに おける肉用牛の集団育成技術 (昭 48-52 岩 手畜試外出分場 )

5 参 考資料

岩手畜試試験成績書 48～ 52年

5 チ ンポ ールに よ る放牧牛 の交配 確認法

1 背 景と特徴

亡き牛繁殖において交配を確認することは難しいが、チンポールを利用すれば監視人による

慣行確認よりも精度が高 く、 しかも簡便で実用性が高いことが明らかになった。

2 技 術の内容

1)チ ンポールを利用した発情牛の発見捧は約80%で 監視人法よりも高率である。
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チンポ■ル法と監視人法による発情発見率
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48年 :純正インタ使用しないので成績除外  ③  ()は 48年 を除外した頭数

51、 52年 のチンポール法は濃密観察による成績
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発見方法は、牛体を図示 した野帳を利用するなど、濃密な観察が必要である。
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チ ェ  ッ f  ク 野  帳  ( 例 )

日月

ブ

品種

番号

使用法

oイ ンク発見日より2～ 5日

継続 して携帯 して、都度新

しいインタをチェックする。
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チンポールインク発見日一覧表

N-1

2

5

4

5

も

7

5//50

5 / 5 1

6 / 1

6 / 2

6 / 2

°
使用法

Oま き牛全期間中携帝 し、

都度発見日を記入しチ

ェックの再確認を図る。

5)チ シポール着色の有無と、交配有無からみたチンポールの利用精度は、約 90"で ある。

チンポールの利用精度

交 配 頭 数 1 変配有、着色無 変配無、着色有 精   度

7 5 頭 4 頭 89.5"

4)着 色インクの形状は点状が多い、インタ数は′鮮氏 線状混合で平均10個 で着色部位は中

躯が多い。
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部位別インク着色数

頭 頻 埴 1 前  握



イィタの形状

頭 頸 埴 前  躯 中  躯 後  堪 計

点状

線状

0.5ケ 0.7ケ 5。6ケ 1 . 5 ケ 6.1ケ

0.1ケ 0.5ケ 2.5ケ 0。9ケ 4.0ケ

5 普 及上の留意点

1)チ ンポール用の純正インクを使用し、インクの消失状態に留意する。まと牛踊岸品オrと 2

週間程度で神充が必要。

2)イ ンクの消費登は 1本 (500cc)50頭 程度であった。

3)黒 毛和種は赤仏 日本短角種、ヘレフォー ド種は緑色のインタが適当である4)

4)チ ンポールパンドは、定期的に保革油を塗るなど手入れを行 う。

5)チ ンポールを種雄牛に装着する際は、締め過 ぎないようにする。

6)放 牧牛の監視は、まき牛期間中(70日 間 )2人 1触 で 1日 1回、全頭チエックをあ軍tと

して実施 し、同時にチンポールの利用状態を観察する。

4 関 連試験課題名

山地における集団肉用牛の繁殖方法の改善 (昭 48～ 52)

5 参 考資料

岩手県畜産試験場試験成績報告書 (昭 48～ 52)

豚 パ ル ポ ウ イル ス 、 ワ クチ ン効 果

1 背 景 と特徴

豚の流死左の原因としては、 日本脳炎や豚パルボウィルス等が挙げ られるが、県内におけら

日本脳炎 ウィルスはこ 数ゝ年来、流行の形態をとらず、地域的に局所感染の形で存在 してお勢、

豚パルボウィルスが巾広 く浸潤 しているといわれる。そこでその被害の状況を調べるとともに

市販されている豚パルボウィルスワクチンの効果を検討し、その幼果のあることを確めた。

2 技 術内容

1)県 内における日本脳炎ならびに豚パルポウィルスの抗体保有率

県内の日本脳炎と豚パルポウィルスの抗体保有率

88.2

7 1 . 4
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下
一
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県
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